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条例第2条第 2項 

第 3号委員 
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三 田 保 大聖寺警察署 署長 

辻    等 山中温泉地域協議会 会長 条例第2条第 2項 

第 4号委員 

（市  民） 
日 下 典 子 山中温泉財産区管理会 委員 
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２．審議会議案 
発 加 都 第 5 0 号 

平成 25 年 2 月 22 日 

 

 

加賀市都市計画審議会 

会 長  高 山 純 一 様 

 

 

加 賀 市 長 寺 前 秀 一 

 

 

 

第 13 回加賀市都市計画審議会付議案件について 

 

 

都市計画法第 19 条 1 項及び第 21 条第 2 項において準用する同法第 19 条第 1 項の規

定により、下記の案件を第 13 回加賀市都市計画審議会に付議します。 

 

記 

 

議案番号 議       案 

議案第１号 

加賀都市計画道路の変更について 

3.4.22 号山代駅山中線 

（石川県決定） 

議案第２号 

加賀都市計画道路の変更について 

3.5.12 号加賀温泉駅前 2 号線  

             （加賀市決定） 

議案第３号 

加賀都市計画地区計画の変更について 

加賀温泉駅前作見地区地区計画 

             （加賀市決定） 

議案第４号 

特殊建築物（一般廃棄物中間処理施設）の敷地の  

位置について 

 

 

３ 



議案第１号 

加賀都市計画道路の変更について 

 3･4･22号山代駅山中線（石川県決定） 
 

１．変更の内容 

・終 点 位 置：山代温泉南町から山代温泉桔梗丘四丁目に変更 

  ・延 長：９９０ｍから７９０ｍに変更 

  ・車線数の決定：２車線 

 

２．変更の必要性 

 ３・４・２２号山代駅山中線は、昭和３２年に、新たな温泉採掘を機会に健全なる温泉郷の建設を

目的として道路網を決定して将来の発展に備えるため決定された都市計画道路のひとつである。 

現在、片山津インターと山代、山中温泉間の交通機能は、（都）片山津インター山代線から（主）

小松山中線にて機能しており、加賀インターと山中温泉間の交通機能は、南加賀道路から国道３６４

号にて機能している。また、加賀インターと山代温泉間の交通機能は、南加賀道路から国道３６４号、

そして（都）山代駅山中線にて機能しているが、南加賀道路の延伸整備により（都）山代駅山中線区

間は南加賀道路が代替機能を果たす。 

 また、現道は、南加賀道路のアンダーパス路線として残され、生活道路として機能するため、当該

路線の都市計画を廃止しても支障はないと判断する。 

また、あわせて車線数を２車線に決定する。 

 

３．廃止区間の位置及び規模 

・廃止区間は山代温泉桔梗丘四丁目地内から山代温泉南町地内 

（３・４・２２号山代駅山中線は山代温泉ヨを起点とし、山代温泉桔梗丘四丁目を終点とする。） 

・延長：２００ｍ（山代温泉南町地内～山代温泉桔梗丘四丁目地内） 

・幅員：１２ｍ 

 

４．変更前後表 

 

名称 位置 区域 構造 

種 
別 番 号 路線名 起 点 終 点 

主 な 

経過地 
延 長 

構 造 
形 式 

車 線 
の 数 

幅 員 

地表式の区間

における鉄道

等との交差の

構造 

備
考 

幹 
 
線 
 
道 
 
路 

 

〃 

 

 

 

3･4･22 

 

 

〃 

 

 

 

山代駅 

山中線 

 

 

〃 

 

 

 

加賀市 

山代温泉 

ヨ 

 

加賀市 

山代温泉 

南町 

 

加賀市 

山代温泉 

桔梗丘 

四丁目 

 

〃 

 

 

 

加賀市 

山代温泉 

桔梗丘 

三丁目 

 

約990m 

 

 

 

約790m 

 

 

〃 

 

 

 

地表式 

 

 

－ 

 

 

 

2車線 

 

 

〃 

 

 

 

16m 

(12.0～

16.0) 

 

〃 

 

 

 

幹線街路との

平面交差4箇所 

 

 

４ 

上段：変更前 

下段：変更後 



3･4･22号
山代駅山中線

古総湯

至 加賀I.C

至 片山津I.C

（都）
片山津インター
山代線

南加賀道路

山代温泉

市民湯

至 山中温泉

国
道
３
６
４
号

３・４・２２号山代駅山中線

国道

主要地方道

南加賀道路（整備済）

南加賀道路（事業中）

南加賀道路（未着手）

凡　　　　　例

河南町

古総湯

市民湯

至 山中温泉

大
聖
寺
川

国
道
３
６
４
号

事業中区間
（H26年度完成予定）

3
･4
･
2
2号
山
代
駅
山
中
線

計
画
廃
止

延
長
20
0ｍ

至 加賀I.C 南加賀道路

位 置 図

南加賀道路（事業中）

南加賀道路（整備済）

凡 例

都市計画道路

整備済

計画廃止

南加賀道路（未着手）

議案第１号 加賀都市計画道路の変更について ３・４・２２号山代駅山中線（石川県決定）

南加賀道路

至 加賀I.C

山代駅山中線

南加賀道路

別所口
交差点

（西口）

計
画
継
続

延
長
:
79
0
m

幅
員
:
12
m
,
16
m

2
車
線

至
小
松
市

（
都
）
常
盤
線

（
（
主
）
小
松
山
中
線
）

（
都
）
常
盤
線

（
（
主
）
小
松
山
中
線
）

山代駅山中線廃止区間状況写真

５



 

議案第２号 

加賀都市計画道路の変更について 

 3･5･12号加賀温泉駅前2号線（加賀市決定） 
 

１．変更の内容 

・終 点 位 置：作見町ヌ字から小菅波二丁目に変更 

  ・延 長：１，１５０ｍから４６０ｍに変更 

  ・車線数の決定：２車線、４車線 

 

２．変更の必要性 

３・５・１２号加賀温泉駅前２号線は、平成２年に沿線の健全な市街地形成を図るため決定された

都市計画道路である。 

小菅波二丁目地内から作見町ヌ字地内の区間は加賀温泉駅前の市街地形成の骨格となる道路である

が、現在は統合新病院の建設予定地として一体の土地利用とするため当該区間を計画廃止とする。 

また、あわせて車線数を２車線、４車線に決定する。 

 

３．廃止区間の位置及び規模 

・廃止区間は小菅波二丁目地内から作見町ヌ字地内 

（３・５・１２号加賀温泉駅前２号線は作見町リ字を起点とし、小菅波二丁目を終点とする。） 

・延長：６９０ｍ（作見町ヌ字地内～小菅波二丁目地内） 

・幅員：１２ｍ 

 

４．変更前後表 

 

名称 位置 区域 構造 

種 
別 番 号 路線名 起 点 終 点 

主 な 

経過地 
延 長 

構 造 
形 式 

車 線 
の 数 

幅 員 

地表式の区間

における鉄道

等との交差の

構造 

備

考 

 

〃 

 

 

 

加賀市 

作見町 

リ字 

 

 

加賀市 

作見町 

ヌ字 

 

加賀市 

小菅波 

二丁目 

 

加賀市 

小菅波 

二丁目 

 

加賀市 

小菅波 

一丁目 

 

約1,150m 

 

 

 

約460m 

 

 

〃 

 

 

 

地表式 

 

 

－ 

 

 

 

2車線 

4車線 

 

 

12m 

 

 

 

20m 

(12.0～

20.0) 

 

幹線街路との

平面交差2箇所 

 

 

幹線街路との

平面交差1箇所 

 

－ 

2車線 

－ 

約150m 

 

幹 
 
線 
 
道 
 
路 

 

〃 

 

 

 

3･5･12 

 

 

 

〃 

 

 

 

加賀温泉駅前

2号線 

車線数

の内訳 － 

4車線 

－ 

約310m 

 

 

 

６ 

上段：変更前 

下段：変更後 



３・５・１２号加賀温泉駅前２号線

継続区間

３・５・１２号加賀温泉駅前２号線

廃止区間

凡　　　　　例

国道

国道
８号

位 置 図

ＪＲ
加賀
温泉
駅

至 福井県

至 小松市

至 片山津温泉

至 山代温泉

統合新病院建設地

凡 例

都市計画道路

整備済

計画廃止

至 片山津温泉

至
山
代
温
泉

議案第２号 加賀都市計画道路の変更について ３・５・１２号加賀温泉駅前２号線（加賀市決定）

八
日
市
川

ＪＲ加
賀温泉

駅

至
小松
市

至大聖寺
統合新病院

建設地

至 山中温泉

計
画
継
続

延
長
:
1
5
0
m

幅
員
:
1
2
m

2
車
線

統合新病院
建設地 八 日 市 川

片
山
津
イ
ン
タ
ー
山
代
線

至 大聖寺

至 小松市

片
山
津
ｲﾝ
ﾀ
ｰ山
代
線

計画
継続

延長
:310
m

幅員
:20m

4車線

3･5･12号加賀温泉駅前2号線

計画廃止 延長690ｍ

加賀温泉駅前2号線廃止区間状況写真

７



 

議案第３号 

加賀都市計画地区計画の変更について 

加賀温泉駅前作見地区地区計画（加賀市決定） 
 

１．変更の内容 

区画道路の一部廃止と、幅員の変更（８ｍから６ｍ） 

各区画道路の延長は、次のとおり 

・幅員１２ｍの区画道路 ： 約２１０ｍから０ｍに変更 

・幅員  ８ｍの区画道路 ： 約２，３６０ｍから１，５５０ｍに変更 

・幅員  ６ｍの区画道路 ： 約８１０ｍから１，０４０ｍに変更 

 

２．変更の必要性 

加賀市では、充実した医療提供体制を構築するため、地理的に市の中心部に位置し、交通の利便性に 

優れ、災害発生時の危険度も他地域に比べて低いなどの立地条件の優位性の判断の基に、加賀温泉駅前 

である当地区計画区域内に統合新病院を建設することを決定した。 

したがって、当地区計画区域内で、統合新病院の建設のための街区を形成するため、現計画の区画道路

の一部廃止と、関連する区画道路の幅員の変更を行うものである。 

関連する区画道路の幅員の変更（８ｍから６ｍ）に関しては、当該路線の沿道南側が農業振興地域であり、

宅地化の可能性がないことから、現計画の幅員８ｍを、市道認定が出来る最小の道路用地幅として、既設の

農業用水路と反対側の道路端から６ｍの範囲として幅員の計画変更を行う。 

 

３．廃止及び変更区間の規模 

   ・幅員１２ｍ区間：延長約２１０ｍ 

   ・幅員 ８ｍ区間：延長約８１０ｍ 

   ・幅員８ｍから６ｍへの変更区間：延長約２３０ｍ 

８ 



４．変更前後表 

 

名  称 加賀温泉駅前作見地区地区計画 

位  置 加賀市作見町の一部 

面  積 約37.5ha 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地区計画の 

目標 

加賀温泉駅前作見地区は、加賀市における唯一の特急停車駅であるＪＲ北陸本線加賀温

泉駅前に位置し、近年の観光客数の増加や交通の利便性から開発動向の著しい地区である。 

このため地区計画を定めて、無計画な開発による居住環境の悪化を防止し、区画道路の

計画的な整備を誘導する。また、建築物等に関する誘導を行い、加賀市の玄関にふさわし

い、ゆとりと緑あふれる良好な市街地の形成を図ろうとするものである。 
 
加賀温泉駅前作見地区は、加賀温泉郷の玄関口として重要な交通結節点となるＪＲ北陸

本線加賀温泉駅前に位置し、北陸新幹線の開業によって、駅周辺の賑わいや活性化が期待

されている地区である。 

このため地区計画を定めて、加賀市の玄関口にふさわしい都市機能の集積を図るほか、

無計画な開発による居住環境の悪化を防止し、区画道路の計画的な整備を誘導する。 

また、建築物等に関する誘導を行い、ゆとりと緑あふれる良好な市街地の形成を図ろう

とするものである。 

土地利用の 

方針 

都市計画道路3.4.11加賀温泉駅前1号線の区間、同駅前広場及び3.5.12加賀温泉駅前   

2号線の幅員が20ｍの区間についての沿線は、店舗や事務所などが立地する商業・業務地

区とし、その他の地区は骨格となる区画道路を整備することにより、住宅地としての土地

利用を誘導する。 
 
地区南側の都市計画道路3.4.11号加賀温泉駅前1号線の一部区間と八日市川に挟まれた

地区南西端の街区を、加賀市の拠点的な医療施設用地とする。また、その用地以外の都市

計画道路3.4.11号加賀温泉駅前1号線の区間、同駅前広場及び3.5.12号加賀温泉駅前2

号線の幅員が20ｍの区間についての沿線は、店舗や事務所などが立地する商業・業務地区

とし、その他の地区は骨格となる区画道路を整備することにより、住宅地としての土地利

用を誘導する。 

地区施設の 

整備方針 

 土地利用の方針に基づき、既存道路を有効かつ合理的に活用して、区画道路の計画的な

配置を誘導する。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

建築物等の 

整備の方針 

 ゆとりある良好な沿道景観の確保と、緑の豊かな市街地形成のため、建築物の壁面の位

置及びかき又はさくの構造を定める。 

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道 路 

 
名 称 幅 員 延 長 

12.0ｍ 約210ｍ 

8.0ｍ 約2,360ｍ 区 画 道 路 

6.0ｍ 約810ｍ 

 

名 称 幅 員 延 長 

8.0ｍ 約1,550ｍ 
区 画 道 路 

6.0ｍ 約1,040ｍ 

建築物等の

壁面の位置

の制限 

 都市計画道路3.4.11号加賀温泉駅前1号線の区間、同駅前広場及び3.5.12号加賀温泉

駅前2号線の幅員が20ｍの区間の道路境界線から、建築物の壁面又はこれに代わる柱など

の面までの距離の最低限度は1.5ｍとする。 

地 

区 

整 

備 

計 

画 建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

かき又はさ

くの構造の

制限 

 道路に面する部分のかき又はさくは、次の各号に該当するものとする。 

  (1) 生垣 

  (2) 透視可能なフェンス 

  (3) 高さ0.6ｍ以下のコンクリートブロック、れんが、石積等 

  (2)、(3)の場合は、植栽を組み合わせて緑化に努めるものとする。 

上段：変更前 

下段：変更後 

９ 



１０

ＪＲ加
賀温
泉駅

駅前広
場

八
日
市
川

議案第３号 加賀都市計画地区計画の変更について 加賀温泉駅前作見地区地区計画（加賀市決定）

統合新病院建
設地

区画道路の変更

幅員8mから6m
延長230m

区画道路の廃止

都市計画道路の廃止路線

統合新病院建設地

凡 例
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議案第４号 

特殊建築物（一般廃棄物中間処理施設）の敷地の位置について 
 
 
建築基準法第 51 条ただし書の規定に基づく、特殊建築物（一般廃棄物中間処理施設）の用途に供する敷

地の位置  

 
地目 摘要 

名称 位置 
登記簿 現況 

地積 
（m2） 主要用途（処理能力） 

 

㈱中部資源再開発 

 

 

加賀市 

黒瀬町 

 

ネ1番1 

外39筆 

 

雑種地 

原野 

  

雑種地 

宅地 

原野 

 

10,709.61 

ごみ処理施設（圧縮施設） 

・紙くず 

33.0t/日（11時間稼動） 

・金属くず 

66.0t/日（11時間稼動） 

 

 

【理由】 

㈱中部資源再開発は、これまでに金沢市にある湊工場を拠点に、石川県内の能登工場、七尾工場、羽咋  

工場、津幡工場、才田工場、鶴来工場、小松工場の各施設で主に建設廃材のリサイクルを行っている。 

今回の申請は、既にコンクリートプラントや建設資材置場としての用途をもつ敷地の一部に、新たに  

ごみ処理施設を設置するものである。 

この施設においては、市内の一般家庭及び事業所から排出される紙くず・金属くずをリサイクル作業の一

環として圧縮を行うものである。これにより、市内の一般廃棄物の資源化を促進し、環境負荷の低減に寄与

するものである。 

当施設の敷地は、都市計画区域内の白地地域に位置し、敷地の西側は国道３６４号、東側は大聖寺川に面

している。 

これまでに周辺環境に対する調査を行ったが問題は無く、周辺の黒瀬町、保賀町の町内会や生産組合への

説明会を実施し、事業の同意を得ている。 

さらに、本市と一般廃棄物中間処理施設設置に係る公害防止協定を結び、石川県環境部による処理施設の

設置等に係る事前審査を終えているなど、関係機関との調整が終了している。 

以上により、周囲の状況や敷地環境を見ても都市計画上支障がないと考えられるので、建築基準法第５１

条ただし書の規定により敷地の位置について付議するものである。 
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議案第４号 特殊建築物（一般廃棄物中間処理施設）の敷地の位置について
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加賀市都市計画審議会 審議事項履歴 

 
 

審議会 年月日 議  案  等 備考 

第１回 H18.10.30 都市計画及び都市計画審議会について 
新委員委嘱 
高山会長選出 

・加賀都市計画道路の変更（石川県決定） 
3.4.21号東山線の変更 
3.5.27号山代動橋線の変更 

 
第２回 H18.12.22 

・加賀都市計画道路の変更（加賀市決定） 
3.5.29号中央街通線の廃止 

 

第３回 H19.9.7 
・加賀都市計画土地区画整理事業の決定 
橋立土地区画整理事業の決定 

継続審議 

第４回 H19.9.25 
・加賀都市計画土地区画整理事業の決定 
橋立土地区画整理事業の決定（継続審議） 

継続審議 

第５回 H19.10.3 
・加賀都市計画土地区画整理事業の決定 
橋立土地区画整理事業の決定（継続審議） 

現地視察後審議 

第６回 H20.3.13 
・加賀都市計画道路の変更（石川県決定） 

3.3.1号加賀国道線の変更 
 

第７回 H21.1.14 
・加賀都市計画下水道の変更（加賀市決定） 
加賀公共下水道（片山津処理区） 
雨水排水ポンプ施設及び雨水調整池の追加 

 

第８回 H21.12.16 
・橋立土地区画整理事業に対する意見書について 
・加賀市都市計画マスタープランについて 

異動、市議選に

伴う委員委嘱 

第９回 H23.3.16 
・都市計画及び都市計画審議会について 
・加賀市景観計画（案） 
・加賀市都市計画マスタープラン（案） 

新委員委嘱 
高山会長選出 

第 10回 H24.3.26 

・加賀都市計画下水道の変更（加賀市決定） 
 排水区域の追加 
・加賀都市計画用途地域の変更（加賀市決定） 
 工業専用地域の追加 

 

 
第 11回 
 

H24.10.19 

・加賀都市計画道路の変更（石川県決定） 
 3.4.30号山代粟津線の変更 
・加賀都市計画地区計画の決定（加賀市決定） 
 新保北地区 

異動に伴う委員

委嘱 

第 12回 H24.12.21 
・山中都市計画道路の変更（加賀市決定） 
 3.5.6号加美谷線の変更 

 

１３ 



 

 

 

第 13 回加賀市都市計画審議会 

 

追加資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加賀市都市計画審議会 
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１．加賀都市計画道路３・５・１２号加賀温泉駅前２号線の変更案への意見要旨及び市の考え方 

№ 意見要旨 市の考え 

1 
加賀温泉駅前２号線は、加賀温泉駅前の一大

街区を取り囲む路線であり、都市の骨格を形成

する路線である。 

加賀温泉駅前２号線は、補助幹線道路であ

り、都市骨格形成を担う地域ネットワーク道路

でない。 

2 
加賀温泉駅前２号線は、地域拠点（統合新病

院）へのアクセス路である。 
地域拠点（統合新病院）へのアクセス路は加

賀温泉１号線が担う。 

3 

加賀温泉駅前２号線は、加賀温泉駅前交差点

の渋滞解消に寄与する。また、（都）片山津イ

ンター山代線方面からの地区計画道路が行き

止まりとなるため必要。 

加賀温泉駅前交差点は、渋滞路線ではない。

また、加賀温泉駅前２号線に替わり病院内の通

路及び農道に接続するため、行き止まりとはな

らない。 

4 
加賀温泉駅前２号線は、加賀温泉駅前地区南

側に接続可能な唯一の路線であり、今後の開発

に直接関連する路線である。 

加賀温泉駅前地区の南側は、八日市川により

土地利用が分断されており、加賀温泉駅前 2号
線の沿道利用は困難である。 

5 
加賀温泉駅前２号線は、避難経路となり、ま

た、八日市川に面しているため、消防水利の確

保にも欠くことができない路線である。 

避難や消防は、加賀温泉駅前１号線が主とし

て担う。又、八日市川には管理通路が整備され

るため、消防水利は確保できる。 

6 
統合新病院建設に関らず都市計画道路を整

備すべきである。 
市立統合新病院は、都市計画道路と同様に重

要な都市施設であり、整合性を図ったうえで、

都市計画道路の変更をするものである。 

7 

加賀温泉駅前５ha の土地が接道するのは、
交差点のみの６０ｍ程度という異常な状態と

なる。防災機能、病院アクセス等からも必要路

線である。 

統合新病院の出入、防災機能、病院アクセス

等については、加賀温泉駅前１号線を主として

統合新病院計画の中で検討されるもので問題

ない。 
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2．加賀都市計画地区計画 加賀温泉駅前作見地区地区計画への意見要旨及び市の考え方 
 

№ 意見要旨 市の考え 

1 区画道路の幅員変更の理由として、沿道南

側が農業振興地域であり、宅地化の可能性が

ないためとしているが、この条件は地区計画

決定時から変わっていないため、変更理由と

ならない。 

地区計画の見直しの中で、区画道路整備の主

体となる地権者で組織する加賀温泉駅前作見

地区土地管理組合からの提案を受け、区画道路

の必要性と実現性を再検討た結果、道路幅員を

変更する。 
2 新幹線駅前整備構想では、加賀温泉駅前地

区南側に各種ゾーンを定め、宅地化見込みの

構想を立てており、区画道路の道路幅員を変

更する理由と整合性がとれていない。 

将来構想の具体化により、市街地形成に伴う

計画変更の可能性も生じるが、現状の土地利用

計画に基づいて道路幅員を変更する。 
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